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例　　言

１　�本書は、三重県多気郡明和町大字坂本字粟垣外・西垣外に所在する坂本古墳群１～６・８号

墳の発掘調査概要報告書である。

２　�本書が扱う発掘調査の原因事業は、個人による山林開墾・農地拡張・住宅建設による緊急調

査と、古墳の内容確認に重点を置いた明和町教育委員会による範囲確認調査がある。

３　発掘調査は、国庫及び県費の補助金を受けて実施した。

４　遺構の実測にあたっては、日本測地系による第Ⅵ座標系を基準とした。

５　発掘調査は下記の体制で実施した。

　　　調査主体　　明和町教育委員会

　　　調査担当　　明和町教育委員会　斎宮跡対策課（現、斎宮跡課）

　　　調査期間　　平成８年１月29日から平成13年３月31日まで

　　　調査面積　　1704 ㎡

６　�本書の執筆・編集は明和町教育委員会中野敦夫が担当した。現地調査は中野、森田幸伸が担

当した。

７　�発掘調査および本書の作成にあたっては、三重県教育委員会、三重県埋蔵文化財センター、

斎宮歴史博物館、財団法人元興寺文化財研究所の方々にご指導・ご協力をいただいた。記し

て感謝したい。（順不同）

８　本書掲載の遺物実測図は、特に縮尺標示していない限り実物の４分の１としている。

９　�今回の報告書に関する坂本古墳群の出土遺物、調査に関する各種資料は、すべて明和町で保

管している。
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第１章　前　　　言
第１節　調査に至る経緯

　明和町坂本地区の北方に大小150基からなる坂本古墳群があったが、現在では前方後方墳を含

む６基を残すだけになっている。

　平成７年度に、土地所有者から宅地と農地に挟まれて残っている山林を開墾し、農地の拡張と

個人住宅を建設したいとの相談が明和町教育委員会になされた。しかし、この山林には前方後方

墳の坂本古墳群１号墳と方墳の２・３号墳が含まれており、保存するかどうか土地所有者と明和

町教育委員会で協議がなされ、発掘調査等を行いその結果をもって再度協議することになった。

第２節　調査の経過

　調査は平成８年１月から、１・２・３号墳の規模および墳形を確認する測量調査を開始した。

その後、平成８年３月より、第１次調査としてトレンチによる試掘調査を行った結果、各古墳の

全面調査の必要があると判断した。　

　平成９年１月から行った第２次調査では、１・２・３号墳の全面調査を実施し、各古墳の墳丘

部分と周溝部分の調査を行い、９月からの第３次調査では、埋葬施設（主体部）部分の調査を実

施した。これにより、金銅装頭椎大刀が１号墳の主体部から確認され、大きなニュースとなった。

ほか、２号墳、３号墳からも主体部が確認され、坂本古墳群の重要性が明らかになった。また、

この調査では航空写真測量を行い、発掘調査後の図面を作成した。

　こういった古墳の重要性を鑑み、古墳の保存について協議が交わされる中で、１・２・３号墳

周辺の部分についても追加調査が必要だと判断されたため、平成10年度には１号墳東側の水田に

古墳の痕跡があるかどうかを確認するためのトレンチ調査も実施し、古墳の痕跡の一部を確認す

ることができた。

　それに続いて、平成12年度には、４・５・６号墳についても主に周溝の確認のための調査を行

い、墳形、築造時期、残存度合いなどの情報を得て、検討を行った。

年度 調査内容 調査期間 調査面積

第１次 平成７、８年度 測量、試掘調査 平成８年１月29日～平成８年８月７日 ―

第２次 平成８年度　　 本調査　　　　 平成９年１月21日～平成９年３月28日 500㎡

第３次 平成９年度　　 本調査　　　　 平成９年９月29日～平成10年３月31日 700㎡

第４次 平成10年度　　 範囲確認調査　 平成11年２月１日～平成11年３月31日 384㎡

第５次 平成12年度　　 範囲確認調査　 平成12年11月24日～平成13年３月31日 120㎡

第１表　坂本古墳群発掘調査次数　一覧表

－ 1 －



第２章　位置と環境
第１節　位置と地形

　坂本古墳群（１）は、三重県多気郡明和町大字坂本字粟垣外・西垣外に在し、現在の大字坂本

と大字馬之上の境界付近に位置している。西接して県道南藤原・竹川線が通り、これは地元では

「御糸道」と呼ばれ、少なくとも近世には成立したと考えられるもので、祓川に沿って斎宮周辺

と海岸付近をつなぐ道である。

　地形的には、町内を南西から北東に向かって傾斜していく洪積台地上に位置しており、標高は

８ｍ前後である。坂本古墳群西側には旧祓川が形成した河岸段丘が形成されており、現在水田が

広がっている氾濫原との比高差は約２ｍとなっている。

第２節　歴史的環境

古墳時代以前

　坂本古墳群周辺では、旧石器時代のものはほとんど確認されていない。史跡斎宮跡（２）で若

干確認される程度である。縄文時代には周辺で遺跡数が増大し、縄文時代中期～晩期にかけて粟

垣外遺跡（３）・粟垣内遺跡（４）でやや多くの土器・石器が確認されている。弥生時代も同様の

遺跡が中心で竪穴住居も確認されてお

り、集落域が形成されていたようであ

るが、時期的には前期から中期が主で

ある。

古墳時代

　町内には500基を超える古墳が確認

されており、中期から終末期にかけて

多くの古墳群が形成されている。ほと

んどの古墳は後期以降に造られたもの

で、小型の円墳・方墳が主である。

　これらは大別して、町内南部の丘陵

上に造営される古墳群と台地上に造

営される古墳群に分類でき、坂本古墳

群とその周辺のものは後者に分けら

れる。これらは主に河岸段丘縁辺に位

置している。この分類は埋葬施設にも

表れており、丘陵上の古墳群は横穴式

石室を採用する古墳群があるのに対

し、台地上の古墳群で横穴式石室が採

用された例は現在確認されておらず、

木棺直葬である。周辺の古墳群は、塚

山古墳群（５）、東垣外古墳群（６）、第１図　明和町の位置と周辺の主要遺跡地図

（国土地理院1：50,000「松阪」から）数字は本文と一致する
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寺山古墳群（７）などがある。塚山古墳群の一部を除き、ほとんどが後世の削平をうけている埋

没古墳である。他の古墳と同様に後期以降に造られた小型の円墳・方墳が主体であるが、坂本古

墳群では前方後円墳・前方後方墳が造営されていることから、周辺の盟主墳と考えられる。

　これらに付随すると考えられる古墳時代の集落は町内ではあまり確認されていない。後期を主

体とする大規模集落として北野遺跡（８）があげられるが、周辺で古墳時代のまとまった集落跡

は確認されていない。

古代以降

　坂本古墳群から南約１㎞に、飛鳥時代から南北朝時代まで存続する斎宮が形成され、これを主

体として、古代の集落跡は周辺で多く確認されるようになる。史跡斎宮跡は伊勢神宮に仕えた皇

女が赴任した官衛遺跡であり、多種多様な遺構・遺物が確認されている。また、関連する遺跡と

して史跡水池土器製作遺跡（９）があり、斎宮や伊勢神宮の儀式に欠かせないものだったと考え

られる土師器を焼成した窯が多く確認されている。窯は土師器焼成坑と呼ばれ、町内各遺跡で確

認されており、周辺の粟垣外遺跡でも確認されている。これら土師器生産は中世になっても行わ

れ、「南伊勢系土師器」の生産地となり、それは近世から現代にも引き継がれることとなる。

　また、伊勢神宮祭祀に関わるものとして、周辺には神服織機殿神社（10）、神麻績機殿神社（11）

があり、現在も神衣祭の際に奉献を行っている。

第３節　坂本古墳群（第３、４図）

　地元では「坂本百八塚」と呼ばれていた坂本

古墳群は、太平洋戦争の最中である昭和17年５

月頃から、食料増産に伴う斎宮土地開発営団に

よる開墾で破壊され、現在は畑が広がってい

る。ただ破壊直前に、当時の三重県史跡名勝天

然記念物調査会委員であった鈴木敏雄氏によっ

て、分布調査と保存活動が行われている。

　その調査成果をまとめた『上御糸村考古誌考
　①

』

によると、鈴木氏はこれらの古墳群を「阪本北

郊古墳北群」、「阪本北郊古墳南群」の２つに分

類しており、北群に123基、南群に30基の古墳

があり、大小多数の古墳がある中に前方後円墳

が２基あったと記している。

　鈴木氏の調査によって墳丘が存在していた時

の古墳群の状況を知ることができ、貴重な成果

となっている。鈴木氏によって行われた保存活

動は、計153基あった古墳群の中に３箇所の保

護区域を設定し、破壊・開墾を行わないように

約束しているが、結局１箇所の保護区域のみが

現在に残されることになった。この保護区域が

「
ウ
マ
シ
」塚

鈴木敏雄実査阪本北郊古墳分布図

第２図　『阪本北郊古墳分布図』

　　　　　　　　　　（鈴木1945より再トレース）
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現在残る６基で、各古墳の詳細は後述するが、「阪本北郊古墳北群」１～９号墳までの９基が今

回の調査対象地周辺に確認されている古墳である。

　坂本古墳群の調査は、鈴木氏の調査を端緒として、その後の昭和44年に三重大学歴史研究会原

始古代史部会によって、１・２・３号墳の測量調査が行われ、１号墳は前方後方墳であると推定

されている
　②

。また、『古里遺跡・斎王宮址
　③

』の航空写真に古墳の痕跡が浮き出ているのが確認され、

鈴木氏の調査報告とも概ね合致することが確認された。それをうけて、『三重県多気郡明和町遺

跡地図
　④

』では、「阪本北郊古墳北群」を坂本古墳群、「阪本北郊古墳南群」を東垣外古墳群として

遺跡番号を付与している。

　調査はまず、１・２・３号墳の測量・試掘調査に始まり、その全面を発掘しその性格・時期等

を解明する調査を行った。その後、事業地内の古墳群の範囲を確定するため、１号墳東側の水田

部分に格子状のトレンチ調査区を設定し、古墳群の広がりを確認した。

　その後、北側の山林部分については、４・５・６号墳の墳形を確認するためのトレンチ調査を

行い、その範囲を確認した。以下、１号墳から３号墳を中心として、順次調査成果についてふれ

ていきたい。なお、出土遺物の詳細な観察等については、第10～12表の遺物観察表を参考にご覧

いただきたい。

　また、調査については、平成７～12年度にかけて行ったが、報告の都合上、次数ごとに述べる

ことはせず、古墳ごとに調査成果を報告する。

第１節　１号墳について

（１）調査前の状況

　調査前に実施した測量調査によると、１号

墳は全長31.0ｍの前方後方墳である。前方

部の長さは12.0ｍ、高さは墳丘裾部を標高

8.4ｍとすると1.4ｍを測る。後方部の長さは

19.0ｍ、高さは3.4ｍを測り、前方部との比

高差は2.0ｍである。

　くびれ部は、しまりがなくほぼ直線的であ

る。墳丘は、西側が宅地により削平されてい

るが、保存状況は良好である。後方部墳頂中

央には盗掘坑と思われる窪みがある。周溝は、

南側で幅３ｍの窪みが確認されているほか明

確なものは確認できない。

　鈴木氏の報告による「阪本北郊古墳北群１

号墳」に対応すると考えられ、前方後円墳と

されている。
第３図　調査区位置図（1：1000）

第３章　調 査 成 果

凡例
第１次調査
第２次調査
第３次調査
第４次調査
第５次調査

0 20m
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（２）墳丘

　調査は暗褐色土を主体とする墳丘表土を0.2～１ｍ掘削して平面検出を行い、その結果、全長

31.2ｍ、周溝を含めると全長38.0ｍ、主軸方向N31°Eの前方後方墳であることが確認された。

　墳丘全面の表土を除去すると、調査前は明瞭でなかったくびれ部が墳丘裾部で検出され、前方

部は長さ11.0ｍ、幅15～15.5ｍで若干「ハの字」に開く台形になることが確認された。後方部は

長さ20.2ｍ、推定幅17.8ｍでやや長方形を呈していたと推定される。高さは、墳丘の裾を標高

7.2ｍとすると前方部が2.6ｍ、後方部が4.2ｍである。

　今回の調査で、後方部北側はかなり封土が流出し、前方部先端は、中世に掘削されたと考えら

れる溝２で削平されていたため、古墳の位置が全体的に２ｍ程度南にずれる結果となった。また、

東・西裾部は開墾や住宅等により削平を受けていた。

　墳丘の構築方法については、断ち割り調査を行っていないため、明らかになっていないが、後

述のように埋葬施設が墳丘上部から堀込んで盛土内に構築されているため、少なくとも後方部は

２ｍ以上の盛土が行われている。

（３）周溝

　調査前は明確なものが南側周溝しか確認できなかったが、墳丘同様に表土を除去したところ、

調査範囲全域で確認された。西側は住宅地であるため、トレンチ調査で周溝の一部を確認した。

　周溝は、幅４ｍ～4.5ｍで、深さは地山面から0.6ｍ掘り込まれており、断面形は平底を呈する。

周溝の平面形は、明らかに前方後方形を意識しており、特に前方部から後方部にかけてはくびれ

が確認され、墳丘のくびれと一致していることが確認された。

　また、北東の周溝では、２号墳と８号墳の周溝に接続されていることが確認された。それぞれ

の古墳の関係性を表していると考えられるとともに、１・２・８号墳が計画的に築造されたもの

であることが窺える。

（４）埋葬施設

　埋葬施設は１基で、堀込み墓坑を伴う木棺直葬である。

　後方部の墳頂中央部で、表土から0.8ｍ下げた時点で長さ6.5ｍ、幅3.6ｍの墓坑を確認した。

墓坑内を約0.8ｍ掘削したところ、やや東よりに埋葬施設を検出した。木棺を据えた埋葬施設は、

長さ4.72ｍ、幅0.74ｍ、深さ0.44ｍで、棺は腐朽してまったく遺存していなかったが、棺痕跡の

断面がU字形であること、棺痕跡の両側に木棺小口を止めたと考えられる青灰色の粘土が置かれ

ていたことから、割竹形木棺と考えられる。また、粘土が置かれていた小口間の長さは約3.2ｍで

あるため、これが木棺の長さと推定される。木棺の主軸方向はN31°Eで、古墳の主軸方向と一

致している。

　ちなみに、後世の盗掘坑が墳頂部より約0.7ｍ掘削されていたが、墳頂から木棺までは、約1.6ｍ

であったため、木棺には達しておらず盗掘を免れている。

（５）副葬品出土状況

埋葬施設

　未盗掘であったため、副葬品はすべてが遺存していた。棺内には、金銅装頭椎大刀、直刀が先

端を南西に向けて置かれ、北東側の棺を止めたと考えられる部分（木棺北側小口）の粘土の上に

は横瓶と提瓶が置かれていた。被葬者が、横瓶と提瓶があった方向である北東側を頭にして埋葬

－ 5 －
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第５図　坂本１号墳墳丘測量図（調査前）（1：200）
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されていたと仮定すると、右手に金銅装頭椎大刀、左手に直刀が置かれた状態で埋葬されている。

また、横瓶の口は粘土で栓がされており、提瓶は伏せた状態で出土している。𤭯は直刀の上部に

傾いた状態で出土しているため、棺上に置かれていたものが転落したものと考えられる。

（６）出土遺物

主体部からの出土遺物

　金銅装頭椎大刀（第10図１）は、保存状態が良好であり、全長105㎝の完形品である。柄頭は

握り拳をやや下に傾けたような形で中央に懸通孔が貫通しており、表面に畦目はない。柄間は、

金銅線で柄巻きされている。鍔には、透が６個あけられており、鞘口、鞘間、鞘尻の3か所は、

金銅製の筒状金具を被せている。分析の結果、鞘は、鞘木材として栃を使用し、革下地として三

層構造の漆があり、その上に金銅製の金具類を装着している。柄部は鞘木として榊を使用し、金

銅製の頭椎、切羽、縁金具、鍔、鍔金具を装着し、握部には断面が山形で幅２㎜、高さ約0.5㎜

で、２条の刻みを0.5㎜ピッチで施した銀線を巻き付けていることが確認された。また、Ｘ線写真

によると、鞘が長く作られており、刀身は全長よりも8.8㎝短い96.2㎝であることが判明した

（写真図版19）。

　鉄刀（第11図２）は先端部と鍔を欠損するが、ほぼ完存しており、鍔は６個の透に復元できる。

柄には目釘穴が貫通するが、鞘は木質がほとんど残っていない。𤭯（第11図４）は、体部の孔が

注口状に加工されているのが特徴的である。横瓶（第11図５）・提瓶（第11図３）の内部には土が

充填していたため、篩かけを行ったが、なにも検出されなかった。

墳丘からの出土遺物

　墳丘上からは、須恵器杯身・杯蓋（第12図６～13）が出土した。

周溝からの出土遺物

　周溝内からは、須恵器杯身・杯蓋・無蓋高杯・大甕（第12図14～25）が出土した。大甕は、周

溝内から一括して出土した。

　これら出土遺物から考えると１号墳の築造時期は７世紀前半と考えられる。

墳形 前方後方墳 全長 38.0ｍ 埋葬方法 木棺直葬

墳丘

前方部長　11.0ｍ

後方部長　20.2ｍ

前方部幅　15～15.5ｍ

後方部幅　17.8ｍ

前方部高　 2.6ｍ

後方部高　 4.2ｍ

周溝
幅　4～4.5ｍ

深さ   0.6ｍ
墓坑

長さ   6.5ｍ

幅　   3.5ｍ

深さ 0.5～0.8ｍ

内部

主体

長さ　4.72ｍ

幅　　0.74ｍ

深さ　0.44ｍ

備 考 主体部は墓坑内に存在する。前方部は若干「ハの字」に開く台形。

主体部出土遺物 金銅装頭椎大刀１、鉄刀１、須恵器（𤭯１）・（提瓶１）・（横瓶１）

周 溝 出 土 遺 物
須恵器（杯身・杯蓋・高杯・甕・長頸壺）土師器（甕）緑釉陶器（椀）土馬、灰釉陶器（椀・

平瓶）青磁（椀）山茶椀、山皿、石製品・砥石？

墳 丘 出 土 遺 物 須恵器（杯身・杯蓋）土師器（高杯）

表土他出土遺物 土師器（甕・Ｓ字状口縁台付甕）中世陶器（椀）

第２表　１号墳調査成果表
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第７図　坂本１号墳主体部実測図（1：40）

－ 10 －



a

6

8

1
5 2

9
7 10

12

0 2m

a`
9.0m

33

44

1111

12 3

5 6

11

7
12

89

9.0m

10

0 2m

b b`

1313
4433

99

第９図　１号墳南側周溝断面図（1：100）

第８図　１号墳北側周溝断面図（1：100）

1

１．表土（腐植土）　２．黄褐色粘質土

３．暗黄褐色粘質土　４．暗茶褐色粘質土

５．黒褐色粘質土（黄橙色粘土ブロック混）

６．黒色土　７．暗灰褐色粘質土　８．黒色粘質土

９．暗灰色粘質土　10．黄灰褐色粘質土

11．黄灰褐色粘質土（黄橙色粘土ブロック混）

12．黄褐色砂質土

１．表土（腐植土）　２．黒色土（暗黄色粘土ブロック混）

３．暗灰褐色粘質土　４．黒色土　５．暗茶褐色粘質土

６．暗黒灰色土　７．黒色土（暗黄色粘土ブロック混）

８．黄褐色粘質土　９．暗灰褐色土

10．暗茶褐色粘質土（赤色粘土ブロック混）11．黄色粘質土

12．暗茶褐色粘質土　13．暗茶褐色粘質土（黄色粘土ブロック混）

第10図　坂本１号墳主体部出土遺物実測図（１）
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第12図　坂本１号墳出土遺物実測図（３）
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第２節　２号墳について

（１）調査前の状況

　２号墳は１号墳の北東に位置し、３号墳と１号墳の間に築造されており、両者と方向軸を合わ

せている一辺が約14ｍの方墳で、高さは1.2ｍを測る。西側は宅地となって一部削平、東側裾部

は農地の開墾により若干の削平を受けているが、保存状況は良好である。

　鈴木氏の報告による「阪本北郊古墳北群２号墳」と考えられる。

（２）墳丘

　調査は暗褐色土を主体とする墳丘表土を約0.5ｍ掘削して平面検出を行い、長軸11.5ｍ、短軸

10.1ｍ、主軸方向N31°Eの方墳であることが確認された。高さは墳丘の裾を標高7.6ｍとすると

2.0ｍを測る。墳丘の構築方法については、断ち割り調査を行っていないため、明らかになって

いないが、盛土が行われていると考えられる。

（３）周溝

　西側はトレンチ調査にとどまったが、周溝は四方を巡るものと考えられる。東辺にあたる周溝

の外側の肩はやや膨らむ。周溝の幅は2.0ｍ、深さは周溝外側の肩から測ると0.6ｍである。

　周溝の南東隅で１号墳の周溝と接続している。北東隅の周溝はやや南東側に延長しており、調

査区外のため、判断できなかったが、８号墳の周溝と接続していると考えられる。

（４）埋葬施設

　埋葬施設は１基で、堀込み墓坑を伴う木棺直葬である。

　表土から0.9ｍ掘り下げた墳頂中央部に長さ4.9ｍ、幅1.6ｍの墓坑を検出した。墓坑掘り方は

不明瞭であり、検出可能な面まで掘削したため、検出面からの深さは５㎝ほどであった。掘削後

の墓坑中央に長さ4.0ｍ、幅0.64ｍ、深さ0.26ｍの木棺跡を検出した。

　木棺を据えた埋葬施設は、長さ4.0ｍ、幅0.64ｍ、深さ0.26ｍで、棺は腐朽してまったく遺存

していなかったが、棺痕跡の断面がＵ字形であること、棺痕跡の両側に木棺小口を止めたと考え

られる青灰色の粘土が置かれていたことから、割竹形木棺と考えられる。また、粘土が置かれて

いた小口間の長さは約3.0ｍであるため、これが木棺の長さと推定される。埋葬施設の主軸方向は

N51°Eで、墳丘とは主軸が異なっている。

（５）副葬品出土状況

　未盗掘であったため、副葬品はすべてが遺存していた。棺内からは金環が一対のみ出土し、被

葬者が身につけていたものと考えられる。須恵器𤭯、台付椀は木棺北東部で粘土が被った状態で

出土したため、棺の外に副葬されていたものが転落したと考えられる。

　また、１号墳と同様の感覚で埋葬されたと仮定すれば、２号墳の被葬者も棺外に土器が置かれ

ていた北東側に頭を向けて埋葬されていたと考えられる。

（６）出土遺物

主体部からの出土遺物

　金環一対２点（第16図29・30）は、どちらとも金銅製で中空になっており、外径で２㎝ほどの

ものであり、残存状況は良い。

　須恵器𤭯（第16図26）は、体部の孔が注口状に加工されているのが特徴で、１号墳と共通して

いる。これら出土遺物から考えると２号墳の築造時期は７世紀前半と考えられる。
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第14図　坂本２号墳墳丘測量図（調査後）（1：200）
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第３節　３号墳について

（１）調査前の状況

　３号墳は２号墳の北東に位置し、２号墳と４号墳の間に築造されており、両者と方向軸を合わ

せている一辺が約14ｍの方墳で、高さは0.6ｍを測る。墳頂は平坦で、東側裾部は農地の開墾に

より削平されているが保存状況は良好である。

　鈴木氏の報告による「阪本北郊古墳北群６号墳」と考えられる。
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第17図　２号墳周溝断面図（1：100）

第３表　２号墳調査成果表

第４表　３号墳調査成果表

第18図　３号墳周溝断面図（1：100）

１．盛土　２．表土（腐植土）　３．黄茶褐色土

４．黒褐色土　５．暗茶褐色土　６．暗褐色土

７．暗褐色地山土（黄色粘土ブロック混）

１．腐植土　２．暗褐色土　３．暗黄褐色土

４．黄褐色砂質土　５．暗褐色砂質土　６．灰褐色土

７．暗灰色粘質土（白黄色粘土（地山）ブロック混）

８．黒褐色粘質土（白黄色粘土（地山）ブロック混）

９．黒色粘質土　

10．黒色粘質土（白黄色粘土（地山）ブロック混）

11．暗灰褐色土　12．黄褐色土　13．黒色土

遺構 ２号墳

墳形 方墳 全長（長短軸） 16×15.7ｍ 埋葬方法 木棺直葬

墳丘

南北長　11.5ｍ

東西長　10.1ｍ

高さ　　 2.0ｍ

周溝
幅　　2.0～2.8ｍ

深さ　0.6～1ｍ
墓坑

長さ　4.9ｍ

幅　　1.6ｍ

深さ 0.05ｍ

内部

主体

長さ　 4.0ｍ

幅　　0.64ｍ

深さ　0.26ｍ

備 考 主体部は、墓坑内に存在する。

主体部出土遺物 金環２、須恵器（台付椀１・𤭯１）

周溝出土遺物 土師器

墳丘出土遺物 縄文土器

表土他出土遺物 須恵器（杯身）

遺構 ３号墳

墳形 方墳 全長（長短軸） 16.2×13.0ｍ 埋葬方法 木棺直葬

墳丘

南北長　12.8ｍ

東西長　11.4ｍ

高さ　　 1.5ｍ

周溝
幅　　1.0～1.5ｍ

深さ　　 　0.6ｍ
墓坑

長さ　3.86ｍ

幅　　1.24ｍ

深さ0.01ｍ以下

内部

主体

長さ　2.53ｍ

幅　　0.52ｍ

深さ　0.24ｍ

備 考 主体部は、墓坑内に存在する。

主体部出土遺物 鉄刀１、須恵器（平瓶１・横瓶１）

周溝出土遺物 須恵器（杯身・杯蓋）山茶椀

墳丘出土遺物 須恵器（杯蓋）土師器（椀）

表土他出土遺物
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（２）墳丘

　調査は暗褐色土を主体とする墳丘表土を約0.5ｍ掘削して平面検出を行い、長軸12.5ｍ、短軸

10.5ｍ、主軸方向N31°Eの方墳であることが確認された。高さは墳丘の裾を標高7.5ｍとすると

X=
-160,940

Y=
57,0
20

d`d

0 10m

0 10m

10.0m

第19図　坂本３号墳墳丘測量図（調査前）（1：200）

第20図　坂本３号墳墳丘測量図（調査後）（1：200）
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1.5ｍを測る。墳丘の構築方法については、断ち割り調査を行っていないため、明らかになって

いないが、盛土が行われていると考えられる。

（３）周溝

　北西部分はトレンチ調査にとどまったが、周溝は四方を巡るものと考えられる。周溝の幅は1.0

～1.5ｍと狭く、深さは周溝外側の肩から測ると0.6ｍである。

（４）埋葬施設

　埋葬施設は１基で、堀込み墓坑を伴う木棺直葬である。

　表土を0.5ｍ掘り下げた地点で、長さ3.86ｍ、幅1.24ｍの墓坑を検出した。墓坑掘り方は不明

瞭であり、検出可能な面まで掘削したため、検出面からの深さは５㎝ほどであった。

　掘削後の墓坑中央に長さ3.04ｍ、幅0.52ｍ、深さ0.24ｍの木棺跡を検出した。棺は腐朽して

まったく遺存していなかったが、断面は平底で、棺痕跡の南東側に木棺小口を止めたと考えられ

る青灰色の粘土が置かれていたことから、箱形木棺の可能性が考えられる。また、粘土が置かれ

ていた小口間の長さは約2.5ｍであるため、これが木棺の長さと推定される。埋葬施設の主軸方向

はN114°Eで、墳丘とは主軸が異なっている。

0 2m 0 20㎝

31
8.7m

8.7m

第21図　坂本３号墳主体部実測図（1：40） 第22図　坂本３号墳主体部出土遺物実測図
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（５）副葬品出土状況

埋葬施設

　棺内からは副葬品とみられる鉄刀が１振出土し、墓坑内からは、須恵器横瓶、平瓶が粘土の上

に置かれて出土している。

　未盗掘であったため、副葬品はすべてが遺存していた。棺内には、鉄刀が先端を北西に向けて

置かれ、南東側の棺を止めたと考えられる部分（木棺南東側小口）の粘土に隣接して粘土が置か

れ、そこに須恵器横瓶、平瓶が置かれていた。

　被葬者が、横瓶と平瓶があった方向である南東側を頭にして埋葬されていたと仮定すると、右

手に鉄刀が置かれた状態で埋葬されている。

（６）出土遺物

　棺内からは鉄刀（第22図31）が出土し、棺外からは、須恵器横瓶（第23図32）、平瓶（第23図

33）が出土している。鉄刀はほぼ完存状態で、柄には目釘穴があり鍔は無窓である。鞘は部分的

に漆が残っており、鉄製の鞘口・鞘尻金具が装着されている。

　横瓶、平瓶はどちらも口縁部を欠損しており、意図的な打ち欠きかもしれない。平瓶は頸部付

け根にボタン状の粘土が貼り付けされている。

　これら出土遺物から考えると３号墳の築造時期は７世紀前半と考えられる。

0 20㎝

32
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第23図　坂本３号墳出土遺物実測図
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第４節　その他の古墳

　トレンチ調査により範囲を確認した結果は次のとおりであった。

（１）４号墳

調査前の状況　３号墳の北東側に位置し、墳丘南半は明瞭に周溝が確認されるが、北半は後世の

盛土が行われて平坦になっているとともに、墳丘東側裾部は一部道路によって削平されているた

め、保存状況はあまり良くない。そのため墳形は不明であるが、周溝の巡り方から一辺9.5ｍ前後、

高さ0.5ｍの方墳と考えられた。

　鈴木氏の報告にある古墳とは対照できない。

調査後の状況　墳形と周溝の有無を確認するため４方向にトレンチを設定し、その全てで周溝、

墳丘裾を確認した。

墳丘　４本設定したトレンチ調査の結果、9.5ｍ×9.2ｍのほぼ正方形の方墳であることが判明し

た。高さは、0.5ｍ、古墳の主軸方向は１～３号墳と同様のN31°Eである。

周溝　周溝は四方に巡っており、幅は1.0～1.5ｍで、深さは周溝外側の肩から0.3ｍである。

埋葬施設　調査を行っていないため不明であるが、現況では盗掘痕跡などは確認されない。

出土遺物　主な遺物として、周溝と考えられる溝から須恵器長頸壺の破片、土師器甕の破片が出

土した。

（２）５号墳

調査前の状況　５号墳は、現存する６基の古墳の中でも最北に位置し、後世の削平等を受け保存

状況は最も悪い。規模としては、長さ12.3ｍ、高さ１ｍほどの墳丘が残存するものの、裾部等が

削平され、原形を留めておらず墳形は不明であった。
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第24図　坂本４号墳墳丘測量図（1：200）

１．表土　

２．暗茶褐色土（しまりなし）

３．暗褐色土　

４．暗褐色土（黄色粘土（地山）ブロック混）
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第25図　４号墳周溝断面図（1：100）
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　位置関係から考えると、鈴木氏の報告による「阪本北郊古墳北群８号墳」または「９号墳」と

考えられる。また報告によれば「阪本北郊古墳北群８号墳」は全長約20ｍの前方後円墳であり、

すでに盗掘が行われており、金環、鉄刀片、須恵器片が出土したとあるが、詳細は不明である。

調査後の状況　調査地の制約があり、古墳北側にトレンチを設定できなかったが、トレンチは南

側を中心に７本設定し、いずれも墳丘や周溝を確認した。

墳丘　調査の結果、前方部と思われるくびれや、直線に延びる周溝が確認されたため、南北全長

20ｍ以上、後円部幅15ｍ以上の前方後円墳であることが推測され、鈴木氏の調査を裏付けるもの

となった。鈴木氏の報告通り、墳丘は半分以上が盗掘によって削平されており、後円部と前方部

の一部が残存しているのみである。古墳の主軸方向は、不明瞭な部分も多いが、１号墳等とは若

干方向軸が異なっており、N27°Eである。

周溝　周溝はトレンチの範囲内では全周していると考えられ、幅は1.7～３ｍで、深さは周溝外側

の肩から0.4ｍである。前方部の周溝は６号墳の周溝と並行しており、関連性が考えられる。

埋葬施設　すでに盗掘によって破壊されていると考えられる。周囲に石室石材などは確認できな

いため、１～３号墳と同様の木棺直葬であると考えられる。

出土遺物　主な遺物として、周溝から須恵器長頸壺の破片、土師器甕の破片が出土した。

第６表　５号墳調査成果表

第５表　４号墳調査成果表

遺構 ４号墳

墳形 方墳 埋葬方法 不明

墳丘

南北長　9.5ｍ

東西長　9.5ｍ

高さ　　0.5ｍ

周溝
幅　　1.26ｍ

深さ　0.34ｍ

内部

主体
不明 墓坑 不明

備 考 範囲確認のトレンチ調査であるため、内部主体は判明していない。

主体部出土遺物

周溝出土遺物 須恵器（甕・壺）土師器

墳丘出土遺物 土師器（甕）

表土他出土遺物

遺構 ５号墳

墳形 前方後円墳 埋葬方法 不明

墳丘

南北長　12ｍ以上

東西長　15ｍ以上

高さ　　1.1ｍ

周溝
幅　　1.7～3ｍ

深さ0.1～1.09ｍ

内部

主体
不明 墓坑 不明

備 考 内部主体は判明していないが、すでに破壊されている可能性がある

主体部出土遺物

周溝出土遺物 須恵器（杯蓋・甕・長頸壺）土師器（甕）、灰釉陶器（椀）山茶碗

墳丘出土遺物 土師器

表土他出土遺物
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（３）６号墳

調査前の状況　６号墳は、３号墳の北西・５号墳の南西側に位置し、径約15ｍ、高さ1.2ｍを測

る円墳または方墳と考えられた。東側は封土が流失しており緩やかである。位置関係からすると

鈴木氏の報告による「阪本北郊古墳北群７号墳」であると考えられる。

調査後の状況　古墳の全方向にトレンチを７本設定し、いずれも墳丘や周溝を確認した。

墳丘　調査の結果、東西15ｍ、南北14.5ｍの方墳と判明した。高さは1.5ｍである。現存の墳頂

は古墳西側にあり、西側の墳裾までは急傾斜であるのに対して、東側はゆるやかとなっている。

周溝　周溝は北側では５号墳と接しており、方向性を合わせていると考えられる。それに対して

南側では、中央部に周溝がなく、全周しない。そのため、前方後円形になる可能性もあったため、

トレンチを追加したが、周溝は途切れることが確認された。

埋葬施設　調査を行っていないため不明であるが、現況では盗掘痕跡などは確認されない。

出土遺物　主な遺物として、周溝から須恵器長頸壺の破片、土師器甕の破片が出土した。

第７表　６号墳調査成果表

遺構 ６号墳

墳形 方墳（南側に陸橋部あり） 埋葬方法 不明

墳丘

南北長　14.5ｍ

東西長　16.6ｍ

高さ　　1.49ｍ

周溝
幅　0.9～2.9ｍ

深さ0.2～0.44ｍ

内部

主体
不明 墓坑 不明

備 考 範囲確認のトレンチ調査であるため、内部主体は判明していない。

主体部出土遺物

周溝出土遺物 須恵器（杯身・甕・壺）土師器、山茶碗、縄文土器

墳丘出土遺物 須恵器（杯蓋・甕）土師器、常滑甕、縄文土器

表土他出土遺物
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第26図　５号墳周溝断面図（1：100） 第27図　６号墳周溝断面図（1：100）

１．表土　２．黄茶色土　３．黄茶色土（暗茶褐色混）

４．暗茶褐色土　５．暗褐色土

６．暗褐色土（黄色粘土（地山）ブロック混）

１．表土　２．黄茶褐色土（しまりなし）

３．暗茶褐色土　４．暗褐色土

５．暗褐色土（黄色粘土（地山）ブロック混）
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第28図　坂本５・６号墳墳丘測量図（1：200）
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（４）８号墳

調査前の状況　８号墳は、発掘調査以前には、存在が確認されていなかった。ただ、鈴木氏の報

告によると、「阪本北郊古墳北群４号墳」であると考えられるが、詳細は不明であった。

調査後の状況　１号墳東側の水田で、平成10年度に実施した周溝確認トレンチ調査（第４図参照）

で、周溝の痕跡を確認したもので、一辺が11.0ｍの方墳であることが判明した。

墳丘　墳丘はすべて削平されており、現存していない。

周溝　トレンチ調査であるため、周溝は古墳東・西側の一部を確認した。幅は1.3～2.0ｍ、深さ

は検出面から測ると0.2～0.5ｍ、主軸方向はN31°Eである。西側では２号墳、南側では１号墳

と一部接しており、南側の周溝は１号墳と接続している。

埋葬施設　トレンチを墳丘部分中央に設定したが、なにも確認されなかったため、すでに削平さ

れていると考えられる。

出土遺物　今回検出した周溝内からは、須恵器高杯（第30図39）、杯身（第30図40・41）が出土

している。

（５）その他の古墳

　先述のとおり、今回の調査対象となったのは、鈴木氏の報告による「阪本北郊古墳北群」の一

部で、今回の調査地の周辺には、「１～９号墳」の９基が確認されているが、今回の調査で確認

されたのは、計７基であった。

　「阪本北郊古墳北群３・４・５号墳」については、１号墳東側に存在する位置関係となってい

るが、すでに削平されているものと考えられ、調査前は平坦な畑であった。トレンチ調査の結

果、すでに削平されていた８号墳を確認したため、これを位置関係から考えて「４号墳」にあて

ている。

　また、「９号墳」については、位置関係から考えると５号墳にあたるが、墳形の特徴などか

ら、「８号墳」を５号墳に対応させるのが適当と判断した。そのため、「９号墳」は不明としてい

る。

第８表　８号墳調査成果表

遺構 ８号墳

墳形 方墳 埋葬方法 不明

墳丘
南北長　10.7ｍ

東西長　10.3ｍ
周溝

幅　　 1.3～2ｍ

深さ0.2～0.53ｍ

内部

主体
不明 墓坑 不明

備 考 墳丘は削平を受け、周溝のみの検出である。

主体部出土遺物 なし

周溝出土遺物 須恵器（杯身・高杯）

墳丘出土遺物 なし

表土他出土遺物 なし
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第29図　坂本８号墳実測図（1：200）

第30図　坂本８号墳出土遺物実測図

第９表　古墳番号対照表

鈴木氏報告 今回報告

１号墳 １号墳

２号墳 ２号墳

３号墳 不明

４号墳 ８号墳

５号墳 不明

６号墳 ３号墳

７号墳 ６号墳

８号墳 ５号墳か

９号墳 不明
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第５節　古墳以外の遺構と遺物

　古墳以外の遺構については、溝や土坑などが確認されているが、その密度は少ない。遺構は古

代以降について確認されるが、それ以前の遺構については確認されていない。以下に若干の概要

を記す。

（１）旧石器時代

　８号墳周辺の調査時に、表土から木葉形尖頭器（第31図42）が単独で出土した。石材はチャー

トである。ここから南へ1.5㎞ほど離れた同じ洪積台地上に広がる史跡斎宮跡の第86次調査（西

加座地区）でも、単独で木葉形尖頭器が出土している
　⑤

。

　石斧（第22図43）は神子柴系石斧と考えられるが、刃部は欠損していると思われる。

（２）縄文時代

　縄文土器の小片（第31図44～46）が２号墳の墳丘上から出土しており、古墳の築造当時、盛土

の中に混入したものと考えられる。44・46は後期前半の深鉢口縁部と考えられる。45は晩期の

突帯文土器で、馬見塚式に属するものであろう。なお、本古墳群の北450ｍには粟垣内遺跡が存

し、縄文時代後期～晩期の土器・石器が多数出土しており、その関連が考えられる。

（３）奈良時代

　１号墳の周溝から、須恵器長頸壺（第31図47）、土馬の脚部（第31図48）が出土している。

（４）平安時代

　主に１号墳の北側の周溝では、周溝検出面や埋土から緑釉陶器椀（第31図49）、灰釉陶器平瓶

（第31図50）、青磁椀（第31図51）が出土している。なお、緑釉陶器椀は、８号墳周辺からも破

片が出土し、同個体であった。

（５）中世

　１号墳の前方部をやや削平していた溝２からは、山茶椀（第31図52）が出土している。また、

１号墳の周溝検出面や埋土から、山茶椀、山皿（第31図53、54）が出土している。基本的には周

溝上層からの出土であるため、古代・中世には周溝が埋没しておらず、くぼみ状になっていたの

だと考えられる。

　また、鈴木氏の報告では、今回の調査地周辺で五輪塔片を確認していることから、中世段階に

も墓域として機能していた可能性が考えられる。

（６）時期不明

　１号墳の後方部分の周溝から砥石（第31図55）が出土している。
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　坂本１号墳から３号墳を中心とした発掘調査は、複数年におよぶ調査となったが、これまでの

一連の調査で得られた所見について列挙し、まとめとしておきたい。

第１節　坂本古墳群について

　調査地周辺は、地元で「坂本百八塚」と称していた所で、鈴木敏雄氏によって戦前に作成され

た分布地図や航空写真で見える痕跡からは、123基の古墳を確認することができる。さらに、当

該古墳群の東に隣接する東垣外古墳群では、現在の総合体育館や明和中学校の周辺に30基の痕跡

が確認できており、それらを合わせれば153基からなる大群集墳であった。しかし、戦時中から

開拓が進み群集墳のほとんどは消滅し、現存する古墳は今回の調査地を含んで計６基を残すのみ

である。また、鈴木氏によると、坂本古墳群には２基の前方後円墳があったと報告されており、

今回報告での１号墳と５号墳に対応すると考えられる。そのほかは方墳で１号墳と墳丘軸を一致

させる２、３、４、８号墳は互いに近接しており、同様のグループと考えられる。５号墳、６号

墳は主軸をやや東に振っており、別のグループである可能性がある。こういった様々なグループ

が密集して大古墳群を形成していたと思われる。古墳の埋葬施設については、鈴木氏の報告でも

詳細は書かれていないが、今回確認されたのが全て木棺直葬であることからそのほとんどが木棺

直葬であったと思われる。

　今回の調査で全面調査を行った１、２、３号墳は盗掘などが行われておらず、埋葬時の状況を

確認することができた。古墳の時期として、須恵器は焼成の特徴などから南勢地方で作られた製

品と考えられるが、中村編年Ⅱ型式５段階に並行するものと考えられ、実年代としては７世紀前

半と考えられる。

第２節　坂本１号墳について

　１号墳は鈴木氏の報告では前方後円墳とされ、その後の三重大学歴史研究会原始古代史部会に

よる測量調査によって、前方後方墳であると推定されていた。

　今回の調査の結果、１号墳は前方後方墳であることが改めて確認された。全長は38.0ｍで墳形・

周溝ともに前方後方形を呈し、基底部では明瞭なくびれが確認された。後方部は基底部から4.2ｍ

の高さがあり、そこに墓坑を伴う木棺直葬で埋葬が行われていた。築造年代は先述のように７世

紀前半と考えられる。

　前方後方墳は、全国的には４世紀後半から５世紀代に築造される事例がほとんどを占め、６世

紀以降での築造例は比較的少ない。築造時期が７世紀に入るものは極めて珍しく、千葉県で数例

が確認されているのみである
　⑥

。

　調査地周辺には、塚山古墳群や寺山古墳群などが所在し、同様の時期の古墳も造られている

が、いずれも小型の円墳や方墳である。坂本古墳群も多くは小型墳が群集している状況である中

で、１号墳は特殊な墳形で突出した規模を持ち、周辺の盟主墳といえるものである。

　しかも、副葬品として、大和朝廷から配布されたとされる金銅装頭椎大刀が埋葬されていたこ

とから、被葬者はかなりの有力者であったと想定できる。斎宮が明和町に置かれる成立期に深く

かかわりのあった人物の墓であった可能性が考えられる。

第４章　ま　と　め
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第３節　金銅装頭椎大刀について

　今回、坂本１号墳から飾大刀の一つである頭椎大刀が出土した。１号墳の主体部から出土した

金銅装頭椎大刀と同様のものは、国指定文化財である「伊勢神島祭祀遺物」（三重県鳥羽市）の中

に残欠として２口分存在するが、発掘調査による出土品としては、県内でも初めてである。

　頭椎大刀は、握りこぶしをやや下に傾けたような柄頭を持つ大刀のことをいう。全国で100数

例の出土がみられ、その分布は、東日本に偏っており、特に群馬県・千葉県・埼玉県・静岡県・

長野県に集中して見られる。頭椎大刀は、６世紀後半に成立し、７世紀前半を中心に盛行し、７

世紀中葉頃に衰退しはじめるとされている。その分布傾向から、大和朝廷が東国支配に伴い地方

の豪族に配布した大刀と意義づけられている。

　今回出土したものは、幸いにも非常に保存状態が良く、大刀の拵えについて確認することが出

来る。大刀の拵えを、柄頭・柄間・鐔・鞘を桜井達彦氏の分類に、鞘尾を穴沢咊光・馬目順一氏

の分類に依拠して分類すると、柄頭は無畦目式、柄間は柄巻、鐔は六窓鐔、鞘は準素鞘、鞘尾は

丸鞘尾である。柄頭は、無畦目式の中でも膨らみの大きな倒卵形のタイプである。

　では、諸先学による頭椎大刀の拵の型式変遷を確認してみる。

　柄頭の型式は、無畦目式の他に畦を施す畦目式がある。柄頭の型式変遷は、後藤守一氏のよう

に無畦目式から畦目式に一系統で発展するという説
　⑥

と、穴沢咊光・馬目順一氏、桜井達彦氏のよ

うに発生の段階から無畦目式と畦目式の二系統が存在し、それらは別系統で発展したとする説が

ある
　⑦

。更に桜井氏によると、無畦目式は膨らみの小さい円頭大刀に近いものから、次第に膨らみ

の大きな倒卵形のものへと変遷するとし、畦目式は新しくなるほど畦目の本数が増えるとしてい

る
　⑧

。柄間の型式は、柄巻の他に板金がある。桜井氏によると、柄巻が板金に先行するとしている。

鐔の型式は、六窓鐔の他に八窓鐔、無窓鐔がある。桜井氏によると、無窓鐔が六窓鐔・八窓鐔に

先行し、六窓鐔が八窓鐔に先行するとしている。鞘の型式は、準素鞘の他に飾鞘がある。桜井氏

によると、準素鞘が飾鞘に先行するとしている。鞘尾の型式は、丸鞘尾の他に平鞘尾がある。穴

沢・馬目両氏によると、平鞘尾が古式で丸鞘尾は７世紀に入ってから見られるようになったとし

ている。

　以上の型式変遷をふまえると、坂本１号墳出土の頭椎大刀の拵えには、新しい要素と古い要素

の両方が取り入れられていると言える。

　また、頭椎大刀の出土のほとんどが横穴式石室からであるのに対し、坂本１号墳の埋葬方法は、

木棺直葬である。そのため、横穴式石室よりも大刀の年代が正確であると言える。坂本１号墳か

らは共伴遺物として、鉄刀、須恵器の横瓶、提瓶があり、棺上遺物として、須恵器の𤭯があり、

須恵器は中村編年Ⅱ型式５段階にあたると思われ、これは７世紀前半にあたり、共伴している頭

椎大刀の年代は７世紀前半ごろであると言える。

　また、この大刀の被葬者であるが、今回出土した坂本１号墳の立地している場所の近くには、

斎宮跡が存在する。全国に100数例しか存在しないこの頭椎大刀を副葬している人物は、当時斎

宮の誘致に携わった人物である可能性は強い。

　坂本１号墳出土の頭椎大刀には、「保存状態が良く細部にまでその拵えを確認することが出来る」

「埋葬方法が木棺直葬であり頭椎大刀の年代を考える上で非常に正確な資料であると言える」「斎

宮の成立について非常に大きな要素を含んでいる」という意義があるといえる。
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１．はじめに

　古墳時代後期は大陸からもたらされた新しい金工技術が定着し、国産化がなされた時期である。

金工品は古代のハイテク品であり、青銅器、鉄器に比べてより人間のイメージに近い精巧で複雑

な製品の創出が可能となった。金工技術の定着は経済史における大きな技術革新の一つであり、

その後の手工業生産の発展や社会への影響は計り知れないものがある。したがって、当時の金工

技術を明らかにすることは技術の国産化の実態や手工業生産体制の実態解明の糸口になりうる。

　今回、三重県明和町坂本１号墳出土の金銅装頭椎大刀の保存処理、分析、復元模造品製作を行

う機会を得た。金銅装頭椎大刀は遺存状況が極めてよく、外装をほぼ完全な形で復元できる貴重

な資料であることから、各種の分析を行い、できるだけ古代の製作技法に基づいて復元品の製作

を行った。ここではその分析・復元製作から得られた若干の知見を報告する。

２．坂本１号墳と金銅装頭椎大刀の概要

　坂本古墳群は櫛田川と宮川との間に広がる洪積台地の先端に築かれた約150基からなる大群集

墳である。坂本１号墳は坂本古墳群の盟主的古墳であり、全長38ｍの前方後方墳で後方部の埋葬

施設の割竹形木棺から金銅装頭椎大刀１振、鉄刀１振、須恵器が出土した。須恵器の型式から年

代は７世紀前半～中頃と考えられ、現在確認されているもっとも最新の前方後方墳である。金銅

装頭椎大刀の出土から被葬者はかなりの有力者であり、斎宮の成立に深く関わりのあった人物の

可能性が指摘されており、注目されている遺跡である。

　金銅装頭椎大刀は全長約105㎝で、柄頭は金銅製で無畦の頭椎形式で中央に懸通孔が貫通して

いる。柄間は銀線で柄巻きされている。鍔には透孔が６個あけられている。鞘は漆塗りで、鞘口、

鞘間、鞘尻の３箇所を金銅製の筒状金具で覆っている。足金具が無いのが特徴である。切羽縁金

具付近の柄間の銀線が欠損している以外はほぼ完形に近い。

３．金銅装頭椎大刀の分析

　分析は金具の元素分析と、鞘木、柄木の樹種鑑定、鞘の塗膜の成分分析と断面構造の顕微鏡観

察を行った。

　金具の元素分析

分析可能な金具６点について、ケイ光Ｘ線分析装置を使用して含有元素の分析を行った。

【分析装置】エネルギー分散型ケイ光Ｘ線分析装置（セイコーインスツルメンツ㈱製　SEA5230）
【測定条件】モリブデン管球使用、大気条件下測定、コリメータ0.1㎜、管電圧50kV、管電流

1000μA

第５章≪付編≫　金銅装頭椎大刀の分析と復元

　　　　　　○塚本敏夫、菅井裕子、井上美知子（財団法人　元興寺文化財研究所）

　　　　　　　中野敦夫（明和町教育委員会）
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【測定個所】表面と母材部分と接合部分の３カ所

【測定結果】分析結果の一覧を表－１に示す。

　母材は銅製であった。接合部は、いずれも母材よりも相対的に銀（Ag）のピークが高い。銀単体

か銀ロウ（銀と銅の合金）を用いて接合しているとみられる。表面は金アマルガムによる鍍金と

推定される。柄巻は銀線と推定される。

　樹種鑑定

　鞘木と柄木について樹種鑑定を行った。

【鑑定結果】鞘木はトチノキ、柄木はサカキと同定した。

　鞘間の塗膜構造

【分析結果】塗膜はFT-IRの結果、漆であることがわかった。

【塗膜断面観察結果】塗膜断面観察の結果、木胎の上に厚い１層があり、その上に炭下地層、そ

の上に三層の漆膜が確認された。木胎の上の層はサビ化し、FT-IRで成分分析をすることができ

なかったが、組織観察から革張りの可能性が考えられた。

４．金銅装頭椎大刀の復元製作

　分析結果を基にできるだけ、古代の製作技術に近い技法で復元製作を行った。

刀身：刀身の形状は鞘で確認できないのでＸ線ラジオグラフィから推定した。尚、鉄分析を行っ

ていないため、材質はSS材を用い、形だけで焼き入れは行わなかった。

金具：金具は銀線以外、全て銅に金アマルガム技法で鍍金し、仕上げは磨き仕上げで行った。

　鞘尻金具の打ち出しには規型を作製して倣い式の型鍛造で成型した。柄頭は内面の観察からは

倣いと推定できたが今回は内面の比較観察のため型を使わず鳥打のみで成形した。また、鞘間金

具のみ半割構造でなく、板を巻いて佩裏側の一箇所でロウ付けされていた。これは製作工程から

漆を塗布した鞘に合わせて作製し易くしたたであろう。

　鍔の透孔は角を穿孔した後に裁断するタイプの製作技法ではなく、直接、鏨裁断しており、製

作でも十分裁断できた。角の穿孔は帯金具等の透彫りと同様配置を決める罫書きの役割が高いと

思われる。そのため直接裁断では透孔の形状や配列がシンメトリーでない。

№１大刀の部位 表面金色 母材 接合部

頭椎 Au、Cu、Hg、Fe、Ag Cu、Ag、Se Cu、Au、Ag、Hg、Fe

切羽 Cu、Au、Hg、Ag Cu、Hg、Au、Ag、Ca、Ti、Fe －

切羽縁金具 Cu、Au、Hg、Ag、Fe Cu、Fe －

金属線 － Ag、Cu －

鞘間金具 Cu、Au、Hg、Ag （裏面） Cu、Fe、Ag Cu、Fe、Ag

鞘尻金具 Cu、Au、Hg、Ag、Fe Cu、Au、Hg、Ag、Fe Cu、Fe、Ag

第10表　金銅装頭椎大刀の各部位の検出元素
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銀線：銀線は断面が山形で幅２㎜、高さ約0.5㎜で、２条の刻みを0.5㎜ピッチで施してあった。

「連珠銀線葛捲」と呼ばれるもので全長６ｍである。製作には圧延伸展して２㎜の平たい銀線に

した後、山形の溝を彫りこんだ抑え治具で線引きして断面山形を成型した。その上を山形にテー

パ状に加工した二枚の刻みの入った鏨をリベットで留め、幅１㎝の専用鏨を作製して手打ちで刻

みを施した。

鞘：鞘木はトチノキを使用し、半切で佩表側と佩裏側を別々に加工し、膠で接着した。その上に

革（今回は鹿革を使用）を膠で付け、炭下地を施したあと２回漆を塗布した。鞘口、鞘間、鞘尻

金具を装着した後、仕上げ塗りを一層施し完成させた。

柄：柄木はサカキを使用し、鉄刀の茎を落とし込む溝を棟側に彫り、目釘で留める「茎落込み技

法」で作製した。鉄刀に鎺、鍔、鍔縁金具を順にはめこみ、目釘で柄木を固定した。銀線に先端

を溝に差込、溝に蓋木を被せて、鍔縁金具に銀線を叩いて押し込みながら一周して銀線を固定し

た。そこから膠（一部接着剤を併用）を塗りながら銀線を捲く。端部は鋲で固定し、その上から

切羽縁金具を被せてかしめ留めた。切羽と、麻布を詰めた柄頭を嵌め、懸通孔金具を嵌めこみ固

定して完成させた。

５．おわりに

　金銅装頭椎大刀の分析と復元を通してある程度古代の金工技術の解明に迫れた。特に、今回は

銀線の製作ではさまざまな方法で試作品を作製した結果、線引きの技術を使っていた可能性が浮

かび上がってきた。今後はこの技術が他の製品にも使われていたのか検証していきたい。また、

接合技術については明確な回答を今回も得ることができなかった。今後の検討課題として引き続

き考えていきたい。

　尚、復元製作については大阪大学の藤井氏、中村工芸の中村氏、遠藤氏、森地氏にお世話にな

った。記して感謝いたします。

第33図　金銅装頭椎大刀復元品
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第11表　出土遺物観察表（１）

番号 出土位置 種　類 法量� （単位：㎝） 技　　　　　　　　法　　　　　　　　の　　　　　　　　特　　　　　　　　徴 色　調 胎　土 焼　成 残　存　度 特記事項
登　録

番　号

1
１号墳

主体部木棺内

金銅装

頭椎大刀

全長

最大幅

厚さ

105

4.0

3.6

切羽縁金具付近の柄間の銀線が欠損する以外は非常によく残っている。 柄頭は金銅

製。 中央に懸通孔が貫通する。 柄間は銀線で柄巻きされている。 鍔には６か所の透

孔があけられている。 鞘は漆塗り。 鞘口、 鞘間、 鞘尻の３か所を金銅製の筒状金具

で覆っている。 足金具はない。

― ― ― ほぼ完存

2
１号墳

主体部木棺内
鉄刀

全長

最大幅

厚さ

（62.8）以上

3.4

2.7

先端部と鍔をわずかに欠損するが、 ほぼ完形に近い。 柄には目釘穴が貫通する。

鍔はおよそ半分が欠損しているが、 ６か所の透孔であると思われる。 鞘は木質がほ

とんど残っていない。

― ― ― ほぼ完存

3
１号墳

主体部

須恵器

提瓶
残存高 19.9

・口頸部　　ロクロナデ　　　・体部（前面）　円盤（指オサエしてある）　で蓋をしている。

・体部（背面）カキメ調整
淡青灰色 密 良好

95%（口縁部

残存せず）
R1-２

4
１号墳

主体部

須恵器

𤭯

口径

器高

11.6

14.7

・口頸部（外）　カキメ後、 中央部に２条の鈍い沈線　　　　　・口頸部（内）　ロクロナデ　

体部（外）1/3回転ヘラ削り　・（左回転）、 他はロクロナデ　・体部最大径の位置に、 円

孔スカシ（径1.4㎝）が穿たれ、 その上下に１条ずつ沈線が施されている。

青灰色 密 良好 80% R1-３

5
１号墳

主体部

須恵器

横瓶

口径

器高

13.4

27.0

・口頸部　　ロクロナデ　　・体部（外）　タタキ、 一部タタキ後ハケ（７本／㎝）

・体部（内）　タタキ（同心円文）後ナデ消し　・体部最大径付近に、 焼き台の跡あり。
淡灰色 密 良好

ほぼ完存に

近い
R1-１

6
１号墳

表土

須恵器

杯蓋

口径

器高

12.6

4.25

外：ロクロナデ（左回転）　　底部：ヘラ切り後ナデ

内：1/2ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
淡黄灰色 粗

やや

甘い
70% R1-15

7
１号墳

表土

須恵器

杯蓋

口径

器高

13.0

3.7

外：ロクロナデ（左回転）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天井部　ヘラ切り後ナデ

内：2/3ロクロナデ、 他はオサエ・ナデ
淡黄灰色 やや粗 良好 60% R1-17

8
１号墳

表土

須恵器

杯蓋

口径

器高

12.6

4.5

外：ロクロナデ（右回転）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天井部　ヘラ切り後ナデ

内：1/2ロクロナデ、 他はオサエ・ナデ
淡黄灰色 精良 良好 90% R1-16

9
１号墳

表土

須恵器

杯蓋

口径

器高

13.2

4.3

外：ロクロナデ（右回転か？）　　　　　　　　　　　　　　　　天井部　ヘラ切り後ヘラケズリ

内：2/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
淡黄灰色 精良 良好 60% R1-23

10
１号墳

表土

須恵器

杯身

口径

器高

11.0

3.85

外：ロクロナデ（左回転）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底部　ヘラ切り後ナデ

内：2/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
淡黄灰色 やや粗 良好 80% R1-18

11
１号墳

表土

須恵器

杯身

口径

器高

11.6

3.8

外：ロクロナデ（左回転）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底部　ヘラ切り後ナデ

内：2/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
淡黄灰色 やや粗 良好 90% R1-19

12
１号墳

表土

須恵器

杯身

口径

器高

11.4

3.8

外：ロクロナデ（左回転）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底部　ヘラ切り後ヘラケズリ

内：2/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
淡黄灰色 やや粗 良好 90% R1-20

13
１号墳

表土

須恵器

杯身

口径

器高

11.2

3.5

外：ロクロナデ（左回転）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底部　ヘラ切り後ナデ

内：1/2ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
淡黄灰色 粗

やや

甘い
70% R1-21

14
１号墳

周溝

須恵器

杯蓋

口径

器高（残存）

10.6

（3.9）

外：ロクロナデ（右回転）、 天井部　ヘラ切り後ナデ

内：1/2ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
灰色 やや密 良好 70% R1-８

15
１号墳

周溝

須恵器

杯蓋

口径

器高

10.0

4.9

外：ロクロナデ（右回転）、 天井部　ヘラ切り後ナデ

内：2/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
青灰色 やや密 良好 80% R1-７

16
１号墳

周溝

須恵器

杯蓋

口径

器高

13.0

3.95

外：ロクロナデ（左回転）　天井部　ヘラ切り後ナデ

内：1/2ロクロナデ、 他はロクロナデ・オサエ
淡黄灰色 粗 良好 60% R1-22

17
１号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

9.0

4.15

外：ロクロナデ（右回転）、 底部　ヘラ切り後ナデ

内：1/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
灰色 やや密 良好 80% R1-９

18
１号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

9.0

3.6

外：ロクロナデ（右回転）、 底部　ヘラ切り後ナデ

内：1/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
灰色 密 良好 90% R1-５

19
１号墳

周溝

須恵器

杯蓋

口径

器高

11.2

3.3

外：ロクロナデ、 天井部　ヘラ切り後ナデ

内：1/2ロクロナデ（右回転）、 他はロクロナデ後ナデ
青灰色 密 良好 80% R1-６

20
１号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

9.2

3.3

外：ロクロナデ（右回転）、 底部　ヘラ切り未調整

内：1/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
灰色 密 良好 90% R1-４

21
１号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

10.2

3.8

外：ロクロナデ（右回転）、 底部　ヘラ切り後ナデ

内：2/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
淡青灰色 密 良好 90% R1-10

22
１号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

9.2

2.8

外：ロクロナデ、 底部　ヘラ切り後ヘラケズリ

内：ロクロナデ（右回転）
青灰色 密 良好 90% R1-11

23
１号墳

周溝

須恵器

無蓋長脚高杯

口径

器高

14.0

14.9

・杯部（外）1/3ロクロナデ（右回転）、 他は回転ヘラケズリ　　　　・杯部（内）1/2ロクロ

ナデ、 他はロクロナデ後ナデ　　　・口縁部と底部の境に１条の沈線がめぐる。 口縁内

側の端部付近に、 鈍い段を有する。 　　　　　・脚部　ロクロナデ　脚部中段に、 ２条の

沈線がめぐる。

灰色 密 良好 60% R1-12

24
１号墳

周溝

須恵器

無蓋長脚高杯

口径

器高

14.6

13.4

・杯部（外）ロクロナデ　　　・杯部（内）1/2ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ。

・杯部と口縁部の境に凹線が１条の沈線がめぐる。 　　・脚部　ロクロナデ。
灰色 やや粗 良好 60% R1-13

25
１号墳

周溝

須恵器

甕

口径

器高

23.6

52.5

・口頸部（外）ロクロナデ後ロクロハケ（７～８本／㎝）　・口頸部（内）ロクロナデ後ロクロ

ハケ（15～16本／㎝）　　　・口頸部外面にロクロハケ後2条の沈線がめぐる。 　　・体部

（外）タタキ後ロクロハケ（６本／㎝） （内）タタキ（同心円文）肩部外面に、 ロクロハケ

後２条の沈線がめぐる。

淡灰色 密 良好 80% R1-14

26
２号墳

主体部

須恵器

𤭯

口径

器高

8.2

11.65

口頸部（外）カキメ（口頸部内面、 及び肩部の全面に黄色の自然釉が付着している。）

（内）1/2ロクロナデ、 他は回転ヘラケズリ（左回転）　　体部最大径より１㎝ほど下方

に、 円孔スカシ（径1.3㎝）が穿たれる。

黒灰色 やや密 良好 完存 R2-2

27
２号墳

表土

須恵器

杯身

口径

器高

9.2

3.4

外：ロクロナデ（右回転）底部ヘラ切り後ヘラケズリ

内：ロクロナデ
黒灰色 密 良好 70% R2-3

28
２号墳

主体部

須恵器

台付椀

口径

器高

7.4

6.1

外：ロクロナデ　底部　回転ヘラケズリ（右回転）

内：ロクロナデ　口縁内側の端部付近に、 １条の沈線がめぐる。
淡黄灰色 精良 良好 完存 R2-1

29
２号墳

主体部木棺内
金環

外径

内径

太さ径

 （2.0）以上

1.15

0.05

銅製の管が部分的に腐食により欠損し中空となっている。 残存する管の全面は金で

巻かれており、 よく残っている。
80% R2-7
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番号 出土位置 種　類 法量� （単位：㎝） 技　　　　　　　　法　　　　　　　　の　　　　　　　　特　　　　　　　　徴 色　調 胎　土 焼　成 残　存　度 特記事項
登　録

番　号

30
２号墳

主体部木棺内
金環

外径

内径

太さ径

 2.25

1.2

0.03

銅製の管が部分的に腐食により欠損し中空となっている。 残存する管の全面は金で

巻かれており、 よく残っている。
85% R2-8

31
３号墳

主体部木棺内
鉄刀

全長

最大幅

厚さ

51.9

2.7

1.6

金具の欠損はあるが、 よく残っている。 柄には目釘穴が貫通する。 鍔は無窓である。

鞘は漆塗りで、 部分的に漆が残っている。 鉄製の鞘口・鞘尻金具が装着されており、

鞘間金具は痕跡のみ確認できる。 銅製と思われる足金具が付随する。

ほぼ完存

32
３号墳

主体部

須恵器

横瓶

口径

器高

14.2

24.9

口頸部　ロクロナデ　　　体部（外）タタキ、 一部分タタキ後ハケ（７本/㎝）

（内）タタキ（同心円文）　　体部最大径付近に、 焼き台に用いたと考えられる別の須恵

器の跡と付着物が残存する。

明灰色 密 良好 95%

口縁部は、

12%程度の

残存

R3-1

33
３号墳

主体部

須恵器

平瓶

口径

器高（残存）

―

11.5

口頸部　ロクロナデ　体部（外）基部より２～３㎝ナデ、 底部より２㎝回転ヘラケズリ（左

回転）、 他はカキメ　　底部　（外）ヘラケズリ　基部より１㎝下がった所に、 径７㎜ほど

のボタン状のものが貼り付けられている。

淡黄灰色 密 良好

口縁部は欠

損するが体

部は完存

R3-2

34
３号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

10.2

4.2

外：ロクロナデ（右回転）　底部　ヘラケズリ

内：ロクロナデ
青灰色 密 良好

ほぼ完存に

近い
R3-4

35
３号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

10.6

4.2

外：1/3　ロクロナデ、 他は回転ヘラケズリ（右回転）

内：1/2　ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
暗灰色 密 良好 90% R3-3

36
３号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

11.0

4.2

外：2/3ロクロナデ（右回転）、 他はナデ　　底部　ヘラケズリ

内：2/3ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ　たちあがりと受部の境に、 凹線がめぐる。
緑灰色 密 良好 60% R3-5

37
３号墳

周溝

須恵器

杯蓋

口径

器高（残存）

13.0

4.1　

外：1/3ロクロナデ、 他はナデ

内：1/3ロクロナデ、 他はナデ
淡黄灰色 精良 良好 20% R3-7

38
３号墳

周溝

須恵器

杯蓋

口径

器高（残存）

12.4

3.5　

外：2/3ロクロナデ（右回転）、 他はヘラケズリ・ナデ

内：1/2ロクロナデ、 他はロクロナデ後ナデ
灰色 密 良好 20% R3-6

39
８号墳

周溝

須恵器

単脚無蓋高杯

口径

器高（残存）

―

6.3

底部（外）ヘラケズリ　 （内）ロクロナデ

脚部（外）ロクロナデ　 （内）2/3ロクロナデ（右回転）、 他はナデ
灰色 密 良好

杯部は底部

のみ残存。

脚部は完存

R4-3

40
８号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

9.6

3.0

外：2/3ロクロナデ（右回転）、 他はヘラ切り後ヘラケズリ

内：ロクロナデ
白灰色 密 良好 90% R4-1

41
８号墳

周溝

須恵器

杯身

口径

器高

9.0

3.2

外：1/2ロクロナデ（右回転）、 他はヘラケズリ

内：　ロクロナデ
白灰色 密 良好 90% R4-2

42 表土 木葉形尖頭器

全長

最大幅

最大厚

5.2

1.7

0.5

縦長状の薄い剥片を素材にあて、 一次剥離面を一部に残し、 深形調整の後、 縁辺部

から入念に浅形もしくは極浅形の調整を施している。 両面調整。 端部をごくわずかに

欠損する。 チャート製。

灰色 ― ― ほぼ完存

43 表土 石斧

現存長

最大幅

最大厚

（6.3）

（2.8）

（1.0）

打製で成形し、 長方形を呈する。 刃部は欠損していると思われる。 御子柴系石斧か。 灰色 ― ―
半分ほど

欠損

44
２号墳

墳丘頂部
縄文土器深鉢 最大厚 0.8 ナデ、 ユビオサエ 明黄灰色 粗

やや甘

い

口縁部

小破片

39と同個体

と考えられ

る

R2-4

45
２号墳

墳丘上
縄文土器 最大厚　 1.1 ナデ、 ユビオサエ　　貼付突帯 黄灰色 やや粗 良好

口縁部

小破片
R2-5

46
２号墳

墳丘上
縄文土器深鉢 最大厚　 1.8 ナデ、 ユビオサエ　　一部に沈線 明黄灰色 粗

やや甘

い

口縁部

小破片

37と同個体

と考えられ

る

R2-6

47
１号墳

周溝

須恵器

長頸壺
口径　 7.4 ロクロナデ（右回転） 暗灰色 密 良好 20% R1-25

48
１号墳

周溝
土馬　脚部 ナデ、 ユビオサエ 赤褐色 やや密 良好

脚部１脚

のみ
R1-27

49
１号墳

周溝、 表土

緑釉陶器

椀
底径　 6.8 内外：ロクロナデ　　　外：貼付高台

釉：緑色

胎土：灰色
精良 良好 底部30% R1-26

50
１号墳

周溝

灰釉陶器

平瓶
底径　 7.6

内外：ロクロナデ（右回転）　　　外：把手部分ヘラケズリ、 貼付高台、 高台内回転ヘラ

ケズリ

釉：緑灰色

胎土：灰白色
やや密 良好 60% R1-28

51
１号墳

周溝検出面

青磁

椀
底径　 6.4 内外：ロクロナデ（右回転）　一部回転ヘラケズリ　　　外：削出高台　　輪花文あり

釉：淡緑色

胎土：赤褐色
密 良好 底部完存 R1-33

52
１号墳

裾部溝２
山茶椀 底径 7.4 内外：ロクロナデ（左回転）　　　外：底部糸切り痕、 貼付高台 灰白色 密 良好 底部完存 R1-37

53
１号墳

周溝
山皿 底径 4.1 内外：ロクロナデ、 底部糸切り痕 灰白色 密 良好 底部完存 R1-39

54
１号墳

周溝
山皿 底径 3.5 内外：ロクロナデ、 底部ヘラ線刻あり 灰白色 密 良好 底部完存 R1-40

55
１号墳

周溝
砥　　石

現存長

最大幅

最大厚

（7.0）

（4.5）

（2.2）

完存する径0.7㎜の通し穴と、 半分は欠損するが径約３㎜の通し穴が残存する。 現存

する3面は滑らかであり平面には縦方向に走る直線の摺り痕が10本以上確認できる。

石の目に沿うように縦方向に剥離するように欠損している。 硬質砂岩か。

明黄褐色 ― ―
半分ほど

欠損
R1-38

第12表　出土遺物観察表（２）

－ 37 －



写真図版

－ 38 －



写真図版１　坂本１～３号墳　調査前　北東から

写真図版２　坂本１号墳　調査前　東から

写真図版３　坂本２・３号墳　調査前　南西から

－ 39 －



写真図版４　調査後全景　南西から

写真図版５　坂本１号墳　北東から

写真図版６　坂本１号墳　南西から

－ 40 －



写真図版７　坂本１号墳　主体部　南西から

写真図版８　坂本１号墳　主体部　北東から

写真図版９　坂本２・３号墳　南東から

－ 41 －



写真図版10　坂本２号墳　東から

写真図版11　坂本２号墳　主体部　南西から

写真図版12　坂本３号墳　東から

－ 42 －



写真図版14　坂本８号墳　周溝　南から

写真図版13　坂本３号墳　主体部　北西から

写真図版15　坂本５号墳　調査前　南から

－ 43 －



写真図版16　坂本５号墳　周溝　西から

写真図版17　坂本４号墳　周溝　北から

写真図版18　坂本１号墳　金銅装頭椎大刀　部分

－ 44 －



写真図版20　坂本１号墳　鉄刀

写真図版19　金銅装頭椎大刀　Ｘ線写真

写真図版21　坂本１号墳　鉄刀　部分

－ 45 －



写真図版22　坂本１号墳出土土器

写真図版23　坂本２号墳　金環

写真図版24　坂本３号墳　鉄刀

－ 46 －
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード 北緯

°′″

東経

°′″
調査期間

調査面積

（㎡）
調査原因

市町村 遺跡番号

坂
さかもとこふんぐん

本古墳群

第１次調査

第２次調査

第３次調査

第４次調査

第５次調査

多
たきぐんめいわちょうおおあざさかもと

気郡明和町大字坂本

〃

〃

〃

〃

〃

24442

〃

〃

〃

〃

〃

3～8

〃

〃

〃

〃

〃

34 32 50

〃

〃

〃

〃

〃

136 37 15

〃

〃

〃

〃

〃

19960129～

　19960807

19970121～

　19970328

19970929～

　19980331

19990201～

　19990331

20001124～

　20010331

―

500

700

384

120

農地開墾

農地開墾

農地開墾

範囲確認調査

範囲確認調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

１号墳 古墳 古墳時代 墳丘（前方後方墳）、

周溝、埋葬施設（木棺直葬）

金銅装頭椎大

刀、鉄刀、土師

器、須恵器

７世紀の前方後方墳。未盗掘

の木棺直葬

２号墳 古墳 古墳時代 墳丘（方墳）、周溝、埋葬施

設（木棺直葬）

金環、土師器、

須恵器

未盗掘の木棺直葬

３号墳 古墳 古墳時代 墳丘（方墳）、周溝、埋葬施

設（木棺直葬）

鉄刀、土師器、

須恵器

未盗掘の木棺直葬

４号墳 古墳 古墳時代 墳丘（方墳）、周溝 土師器、須恵器

５号墳 古墳 古墳時代 墳丘（前方後円墳？）、周溝 土師器、須恵器 削平されているが前方後円墳

の可能性あり

６号墳 古墳 古墳時代 墳丘（方墳）、周溝 土師器、須恵器

８号墳 古墳 古墳時代 周溝のみ（方墳） 須恵器
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